
豊平区の各地域には、古くからある
　　建造物や遺跡・遺構、自然景観がたくさんあります。

豊平区ではこれらを
　　　　　　　　　　「とよひらふるさと再発見」に指定。

　今回の特集では、この中から
地域のシンボルツリーともいえる古い樹木や並木を紹介。

地域と共に育ってきた木々の歴史から
とよひらの発展のために力を注いだ

　　　　　　　　　　　　　先人の思いを振り返ります。

シンボルツリー
in とよひら

南平岸 相馬神社の御神木
樹齢は300年を超えます。直径
121cm、樹高10ｍのシバグリの
木で、昭和43年に札幌市の指定
保存樹に。御神木のある天神山
は緑地保全地区になっています。

（平岸 2条18丁目）

【お問い合わせ】
区役所地域振興課　b822-2427

向ヶ丘通の整備に併せて、両側の
歩道約1.9kmにわたってイチョウ
が植えられました。八紘学園沿い
の美しい景観は、散歩道として親
しまれています。

（月寒東 1～ 5条15・16丁目）

東月寒 向ヶ丘通のイチョウ並木

「とよひらふるさと再発見」は全部で
151カ所。いくつ知っているかな！？
詳しくは区役所ホームページで！

　豊平区　ふるさと 検索

 もっと知りたい‼


